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「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
つ
い
て
示
し
た
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
の
例
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「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
た
道
徳
教
育
の
全
体
計
画

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
道
徳
教
育
の
全

体
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
る
な
ど
し
て
、
活
用

方
針
や
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
学
校
内
で
共
通
理
解
を
図
っ

て
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　全
体
計
画
へ
の
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
全
教
育
活
動
を
通
じ
た
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
方
針
、

ま
た
、
道
徳
の
時
間
や
各
教
科
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
活
動
に
お

け
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
方
針
、
さ
ら
に
は
、
学
校
と
家

庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
方
法
な

ど
を
示
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く

た
め
に
、
活
用
状
況
等
を
振
り
返
っ
て
、
全
体
計
画
を
見
直
し
、

工
夫
・
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　さ
ら
に
、
各
教
科
等
の
指
導
計
画
な
ど
に
も
必
要
に
応
じ
て

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
盛
り
込
み
、
全
教
育
活
動
を
通
じ

て
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
効
果
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
。

○
学
校
の
教
育
目
標
、
道
徳
教
育
及
び
各
学
年
の
重
点
目
標
の
下
、

　学
校
の
特
色
や
実
態
、
課
題
等
に
即
し
て
、
「
私
た
ち
の
道

　徳
」
の
効
果
的
な
活
用
の
仕
方
な
ど
を
考
え
る
。

○
学
校
と
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
、
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
連
携

　な
ど
に
よ
る
効
果
的
な
活
用
方
法
を
考
え
る
。

○
組
織
的
で
一
貫
性
の
あ
る
道
徳
教
育
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

　め
に
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
状
況
等
を
振
り
返
っ
て
、

　全
体
計
画
の
評
価
と
工
夫
・
改
善
を
図
る
。

○
校
長
の
方
針
の
下
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
に
、
学
校
内

　で
共
通
理
解
を
図
っ
て
、
全
体
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を

　位
置
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

①
共
通
理
解
の
下
に
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
効

　果
的
な
活
用
が
図
ら
れ
た
か
。

②
道
徳
の
時
間
に
お
い
て
、
効
果
的
な
活
用
が
図
ら
れ
た
か
。

③
各
教
科
等
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
の
道
徳
性
を
養
う
視
点

　か
ら
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

④
生
徒
指
導
や
体
験
活
動
な
ど
に
効
果
的
に
生
か
す
こ
と
が

　で
き
た
か
。

⑤
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
視
点
か
ら
有
効
な
活
用

　が
図
ら
れ
た
か
。

　●
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
全
体
計
画
の
評
価

　
　の
視
点
〔
例
〕
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道
徳
教
育
の
全
体
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
る
際

　

 

の
配
慮
事
項

第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

平成○年度

各学年の重点目標

第2学年

自分のよさを伸ばし、相手の立場
を尊重しながら、共に高め合う態
度を育てる。

第3学年

広い視野をもち、物事に最善を尽
くし、理想を求めて自己の人生を
切り拓く態度を育てる。

第1学年

基本的な生活習慣の定着を図り、
自分で考え判断し、行動に責任を
もつ態度を育てる。

各教科、総合的な学習の時間、特別活動等との関連を図り、それらにおける道徳教育を補充、深化、統合し、道徳
的価値及びそれに基づいた人間としての生き方についての自覚を深め、道徳的実践力を育成する。

「私たちの道徳」
活用の基本方針

○年間35時間の道徳の時間の中で、計画的に活用する。
○道徳の時間の中で１時間を通して活用するなどの工夫をする。
○家庭や地域社会との架け橋として「私たちの道徳」を活用する。

学校の教育目標

確かな学力を身に付け、
心豊かにたくましく
地域社会に貢献できる生徒の育成

１　基本的な生活習慣を身に付け、自ら考え、判断し、進んで行動しようとする態度を育てる。
２　礼儀正しく、時と場に応じた適切な言動をとろうとする態度を育てる。

道徳教育の重点目標

道徳の時間の指導方針

生徒の実態
保護者や地域の願い
教職員の願い・目指す生徒像
現代社会の課題と要請など
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各教科
各教科の特質に応じて、関連する内
容を含んだ「私たちの道徳」のペー
ジを生かすことなどを通して、自己の
生き方を考える機会を充実する。

特別活動

国

　語

我が国の国土と歴史に対する理解と

愛情を深め、国際社会に生きる平和

で民主的な国家・社会の形成者とし

ての態度や能力を育てる。

→関連するページＰ.206～211、　　

　P.212～225など　

社

　会

数学的活動を通して、自分の考えを

数理的に考察し、筋道を立てて考え、

表現する能力を高める。

→関連するページＰ.16～21、P.22～

　27など　

数

　学

互いに立場や考えを尊重しながら言

葉で伝え合う力を高める言語活動を

通して、表現力や理解力を育てる。

→関連するページＰ.54～59、P.72～

　81、P.82～95など　

学級活動　友達のよさを認め合い、
　集団生活の向上を目指そうとす
　る態度を育てる。
進路指導　自己の生き方を見つめ、
　自己の目標を定めて努力しようと
　する能力・態度を育てる。
生徒会活動　自己の責任を果たす
　とともに、よりよい学校づくりを
　目指す態度を育てる。
学校行事　集団の一員としての自
　覚を深め、学校生活の充実と発
　展に努めようとする態度を育て
　る。
　→様々な体験活動等の特質を踏
　　まえ、「私たちの道徳」を活動
　　内容に関連させたり、事前、
　　事後指導に活用したりする。
　→主に関連するページ
　　Ｐ.166～171、P.172～179など

家庭・地域社会との連携
○学校公開日や授業参観及び保護者会をはじめ、学校便りや道徳通信、ホームページ等を通して道徳教育について
　交流を図る。
○地域の諸行事への参加などを通して、生徒の健全育成と豊かな心を育てるための共通理解と相互連携を推進する。
　→道徳教育への共通理解を深め、相互連携を図るために、各種通信の発行や公開授業等の際に「私たちの道徳」を
　　活用する。

○自ら課題を見付け、学び、考え、主
　体的に判断して、よりよく問題を解
　決する資質や能力を育てる。
○学び方やものの考え方を身に付け、
　問題解決や探究活動を通して、自
　己の生き方を考えることができる
　ようにする。
　→課題をつかむための資料や、課
　　題の追究を深めたり広げたりす
　　るための資料などとして「私たち
　　の道徳」を柔軟に活用できるよ
　　うにする。
　→主に関連するページ
　　Ｐ.16～45、P.226～237など

総合的な学習の時間
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別
葉

①
各
教
科
等
に
お
け
る
道
徳
教
育
に
か
か
わ
る
指
導
の
内
容
及
び

　時
期
を
整
理
し
た
も
の

②
道
徳
教
育
に
か
か
わ
る
体
験
活
動
や
実
践
活
動
の
時
期
等
が
一

　覧
で
き
る
も
の

③
道
徳
教
育
の
推
進
体
制
や
家
庭
や
地
域
社
会
等
と
の
連
携
の
た

　め
の
活
動
等
が
分
か
る
も
の

　平
成
二
十
年
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
お
い
て
、
道
徳
教
育

の
全
体
計
画
に
各
教
科
等
に
お
け
る
道
徳
教
育
に
関
わ
る
指
導
の

内
容
及
び
時
期
を
示
す
こ
と
が
新
た
に
求
め
ら
れ
た
。
一
覧
表
と

し
て
の
全
体
計
画
に
必
要
な
各
事
項
に
つ
い
て
文
章
化
し
た
り
、

具
体
化
し
た
り
し
た
別
葉
を
加
え
る
こ
と
で
、
教
育
活
動
全
体
を

通
じ
て
行
わ
れ
る
道
徳
教
育
を
意
図
的
、
計
画
的
に
展
開
す
る
こ

と
が
容
易
と
な
り
、
全
体
計
画
が
具
体
的
な
教
育
実
践
に
生
き
て

働
く
も
の
と
な
る
。

　学
習
指
導
要
領
解
説
道
徳
編
で
は
、
別
葉
と
し
て
、
次
の
例
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　各
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
と
し
た
協

力
体
制
と
共
通
理
解
の
下
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
様
々
な
別
葉

が
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
「
私
た
ち
の
道

徳
」
の
活
用
に
つ
い
て
も
別
葉
に
適
切
に
盛
り
込
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

⑴ 

道
徳
教
育
の
意
図
的
、
計
画
的
な
展
開

　道
徳
教
育
の
全
体
計
画
に
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
盛

り
込
ん
だ
別
葉
を
加
え
る
こ
と
で
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　例
え
ば
、
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
に
は
、
学
校
や
地
域
の
実
態

に
応
じ
た
重
点
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
重
点
目
標
や
各
学

年
の
重
点
項
目
と
学
校
の
教
育
活
動
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
展

開
さ
れ
て
い
く
の
か
、
そ
の
際
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
な
ど
を
別
葉
に
お
い
て
示
す
こ
と
で
、
目
標

を
明
確
に
意
識
し
て
、
一
貫
し
た
指
導
方
針
の
下
、
「
私
た
ち
の

道
徳
」
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
よ
り
重
点
的
、
具
体
的
な

指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　ま
た
、
各
教
科
等
に
お
け
る
学
習
と
道
徳
の
内
容
と
の
関
連
を

考
え
る
際
に
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
内
容
を
参
考
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
考
慮
し
な
が
ら
、
各

教
科
等
に
お
け
る
道
徳
教
育
に
関
わ
る
指
導
の
内
容
を
別
葉
に
示

す
こ
と
で
、
全
教
育
活
動
を
通
じ
た
意
図
的
、
計
画
的
な
道
徳
教

育
の
指
導
を
よ
り
具
体
的
に
構
想
し
、
実
践
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
。

　さ
ら
に
は
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
て
行
う
道
徳
教
育
の
活
動

や
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用

の
方
法
等
を
示
し
た
別
葉
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
家
庭
や
地
域
と

の
共
通
理
解
を
図
り
つ
つ
、
よ
り
具
体
的
な
活
動
に
よ
っ
て
連
携

を
深
め
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

⑵ 

別
葉
を
作
成
す
る
こ
と
で
期
待
さ
れ
る
効
果

第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

総合的な
学習の時間

特別活動

学級活動 生徒会活動 学校行事

４
　
　
月

⑴ １－（３）
自主自律
『ネット将棋』
（「私たちの
道徳」P. 22～
31）

⑵ ２－（３）
真の友情
『違うんだよ、
健司』
（「私たちの
道徳」P.60～
65）

⑶ ３－（３）
良心のめざめ
『二人の弟子』
（「私たちの
道徳」P.120～
131）

道徳の時間 数　学

「正の数・負の
数」
正、負の加法・
減法の仕組み
を理解する。

１－（４）
真理を愛する

P.32～37

「郷土まち探
検」
自分たちが 住
む 郷土につい
て調べる探究
的な学習を行
う。

4－（８）
郷土の発展に
尽くした先人へ
の尊敬と感謝
の念

P.200～205

「１年生になっ
て」
目標の設定、学
級 組 織 づくり
をして、中学校
生活の充実を
図る。

１－（２）
目標に向かう
強い意志
４－（７）
学級・学 校の
一員としての自
覚

P.16～21、
P.194～199

「生徒会オリ
エンテーショ
ン」
生徒会の計画
や運営につい
て理解する。

４－（７）
学級・学 校の
一員としての自
覚

P.194～199

始業式、入学
式、身体測定、
健康診断

１－（１）
基本的な生活
習慣
１－（２）
目標に向かう
強い意志

P.10～15、
P.16～21
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（第１学年）

（第３学年）

学
習
内
容

各
教
科
等

関
連
す
る
道
徳
の
内
容
項
目
「
私
た
ち
の
道
徳
」

二
　
他
の
人
と
の
関
わ
り

一
　
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

故郷（９月）

敬語（５月）

⑴望ましい
生活習慣、健
康、節度

⑵希望、勇気、
強い意志

⑶自主・自律、
誠実、責任

⑷ 真 理 愛 、
理想の実現

⑸向上心、個
性の伸長、充
実した生き方

⑴礼儀

⑵人間愛、思
いやり

⑶信頼、友情

国語
教科等

道徳の内容
社会 保健体育

自由権、社会
権、社会の変
化と「新しい
人権」（９月）

田中正造
（４月）

世 界 の 平 和
のために（12
月）、よりよい
地 球 社 会 の
ために（１月）

運動、食生活、
休 養と睡 眠 、
生活習慣病と
健康（５月）

喫煙、飲酒、
薬物乱用と
健康（６月）

性感染症と
その予防
（９月）

器械運動
（10月）

集団行動
（４月）

ダンス
（11月）

総合的な
学習の時間

総合発表会
（12月）

生き方を考
える（10－12
月）

特別活動

学級開き・組
織づくり（４・
10月）、生徒
総会議案審議
（５・１月）

目 標 づくり
（４・10月）、
二学期に向
けて（７月）

学 校祭（９
月）

道徳の時間

すてる思考
の 整 理 学
（５月）

メッセージ
〈松井秀喜〉
（４月）

ネット将 棋
（９月）

『忘れ残り
の 記 』より
（７月）

メッセージ
〈山中伸弥〉
（10月）

Ｖサイン
（４月）

賢者の贈り
物（12月）

嵐の後に
（11月）

「私たちの道徳」
（活用ページ）資料

導入P.10
終末P.13

導入P.16
終末P.17

導入P.22～23
終末P.26

導入P.32
終末P.35

導入P.38～40
終末P.41

導入P.48～49
終末P.53

導入P.54～55
終末P.56

導入P.60～61
終末P.62

25 24



第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

⑵ 
各
教
科
等
に
お
け
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
方
針
の
例

⑶ 

各
教
科
等
に
お
け
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
計
画
の
例

⑴

　各
教
科
の
学
習
内
容
と
の
関
連
で
活
用
す
る

　●
国
語
科
（
四
十
八
か
ら
五
十
三
、
六
十
か
ら
八
十
一
、
二
〇
六
か
ら
二
一
三
ペ
ー
ジ
）

　
　伝
え
合
う
力
を
高
め
、
言
語
感
覚
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
、
相
手
の
立
場
や
考
え
を

　尊
重
し
、
感
性
や
情
操
を
豊
か
に
し
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に

　つ
な
が
る
。
ま
た
、
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
文
化
や
伝

　統
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　●
社
会
科

（
二
十
二
か
ら
三
十
一
、
一
三
二
か
ら
一
六
五
、
一
七
二
か
ら
一
七
九
、
二
一
四
か
ら
二
二
九
ペ
ー
ジ
）

　
　社
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
民
主
的
平
和
的
な
国
家
・
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任

　の
あ
る
行
動
が
と
れ
る
た
め
の
公
民
的
資
質
を
養
う
こ
と
は
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方

　を
追
求
す
る
道
徳
教
育
と
大
き
な
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　●
数
学
科
（
三
十
二
か
ら
三
十
七
ペ
ー
ジ
）

　
　事
象
を
数
理
的
に
考
察
す
る
能
力
を
高
め
、
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
よ
さ
を
知

　り
、
そ
れ
ら
を
進
ん
で
活
用
す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
は
、
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
能

　力
を
育
て
、
道
徳
的
判
断
力
の
育
成
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

　●
理
科
（
十
か
ら
十
五
、
一
〇
二
か
ら
一
一
三
ペ
ー
ジ
）

　
　科
学
的
に
調
べ
る
能
力
と
態
度
の
育
成
や
生
物
学
的
な
見
方
や
考
え
方
は
、
道
徳
的

　判
断
力
の
育
成
や
心
情
の
涵
養
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

　●
音
楽
科
（
一
一
四
か
ら
一
三
一
ペ
ー
ジ
）

　
　音
楽
を
愛
好
す
る
心
情
や
音
楽
に
対
す
る
感
性
は
、
美
し
い
も
の
や
崇
高
な
も
の
を

　尊
重
す
る
心
に
通
じ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
こ
と
に
つ
な

　が
る
。

　●
美
術
科
（
一
一
四
か
ら
一
一
九
ペ
ー
ジ
）

　
　美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
美
術
を
愛
好
す
る
心
情
を
育
て
、
心
豊
か
な
生

　活
を
創
造
し
て
い
く
意
欲
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
や
、
美
術
の
基
礎
的
能
力
を
伸
ば
し
、

　豊
か
な
情
操
を
養
う
こ
と
は
、
道
徳
性
の
基
礎
を
養
う
こ
と
に
な
る
。

　●
保
健
体
育
科

　（
十
か
ら
十
五
、
六
十
六
か
ら
八
十
一
、
一
〇
二
か
ら
一
一
三
、
一
六
六
か
ら
一
七
一
ペ
ー
ジ
）

　
　健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
の
育
成
と
体
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
や
、
生
命

　の
誕
生
や
心
身
の
成
長
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営
む
態
度
を
育

　成
す
る
。

　●
技
術
・
家
庭
科

（
十
か
ら
十
五
、
六
十
六
か
ら
八
十
一
、
一
〇
二
か
ら
一
一
三
、
一
四
八
か
ら
一
五
九
、
一
七
二
か
ら
一
九
三
ペ
ー
ジ
）

　
　家
庭
生
活
を
営
ん
で
い
く
基
礎
的
知
識
を
学
び
、
進
ん
で
生
活
を
工
夫
し
創
造
す
る

　能
力
と
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
こ
と
は
、
自
分
の
生
き
方
を
考
え
、
生
活
を
よ
く
し

　よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
道
徳
教
育
の
基
本
で
あ
る
。

　●
外
国
語
科
（
四
十
八
か
ら
五
十
、
二
〇
六
か
ら
二
二
七
ペ
ー
ジ
）

　
　言
語
や
い
ろ
い
ろ
な
国
・
地
域
の
慣
習
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、

　豊
か
な
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
上
で
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

⑵

　道
徳
の
時
間
に
活
用
す
る

　①
導
入
段
階
の
題
材
と
し
て
…
…
写
真
や
文
な
ど
を
用
い
て
、
主
題
へ
の
関
心
を
高
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　る
。

　②
展
開
段
階
の
中
心
的
な
資
料
と
し
て
…
…
読
み
物
資
料
な
ど
を
活
用
し
て
道
徳
的
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　値
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
う
。

　③
展
開
段
階
の
補
助
的
な
資
料
と
し
て
…
…
参
考
資
料
と
し
て
情
報
を
得
、
内
容
を
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　め
る
。

　④
生
徒
が
体
験
を
想
起
す
る
と
き
に
…
…
記
入
内
容
に
つ
い
て
発
表
し
合
い
、
体
験
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　基
に
、
価
値
の
自
覚
を
深
め
る
。

　⑤
終
末
段
階
の
題
材
と
し
て
…
…
学
習
し
た
こ
と
を
明
確
に
し
、
考
え
を
ま
と
め
る
。

　⑥
事
前
や
事
後
に
…
…
学
習
に
つ
な
が
る
問
い
掛
け
や
、
発
展
的
な
問
い
掛
け
を
す
る
。

⑶

　特
別
活
動
の
各
内
容
と
関
連
さ
せ
て
活
用
す
る

（
六
十
か
ら
九
十
五
、
一
六
〇
か
ら
一
七
一
、
一
九
四
か
ら
一
九
九
ペ
ー
ジ
）

　
　学
級
活
動
で
は
、
学
級
集
団
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
の
下
に
、
学
級
や
学
校
の
生
活

　の
充
実
と
向
上
に
関
す
る
活
動
を
行
う
。
生
徒
会
活
動
で
は
、
学
校
生
活
の
充
実
や
改

　善
向
上
を
図
る
た
め
に
、
生
徒
に
よ
る
自
発
的
、
自
治
的
な
活
動
を
展
開
す
る
。
ま
た
、

　学
校
行
事
に
お
い
て
は
全
校
や
学
年
を
単
位
と
し
て
、
学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資

　す
る
体
験
的
な
活
動
を
行
う
。

⑷

　総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
動
機
付
け
や
自
己
の
生
き
方
を
考
え
る
際
な
ど
に
活
用
す
る

（
三
十
二
か
ら
三
十
七
、
一
四
八
か
ら
一
七
九
、
二
〇
六
か
ら
二
二
九
ペ
ー
ジ
）

　
　総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、
例
え
ば
国
際
理
解
、

　情
報
、
環
境
、
福
祉
・
健
康
な
ど
の
横
断
的
・
総
合
的
な
課
題
や
生
徒
の
興
味
・
関
心

　に
基
づ
く
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
活
動
を
行
う
。

４

５～７

８～９

10～15

16～21

22～27

28～31

32～37

38～43

44～45

46～47

48～53

54～59

60～65

66～71

72～77

78～81

82～87

88～93

94～95

８

10

16

22

32

38

46

48

54

60

66

72

82

この本の使い方

今の私

自分を見つめ伸ばして

調和のある生活を送る

目標を目指しやり抜く強い意志を

自分で考え実行し責任をもつ

読み物資料「ネット将棋」（２年）

真理・真実・理想を求め人生を切り拓く

自分を見つめ個性を伸ばす

自分を深く見つめて

人と支え合って

礼儀の意味を理解し適切な言動を

温かい人間愛の精神と思いやりの心を

励まし合い高め合える生涯の友を

異性を理解し尊重して

認め合い学び合う心を

読み物資料「言葉の向こうに」（３年）

人々の善意や支えに応えたい

読み物資料「帰郷」（２年）

支え合い共に生きる

○自分を見つめ伸ばして

・調和のある生活を送る

・目標を目指しやり抜く強い意志を

・自分で考え実行し責任をもつ

・真理・真実・理想を求め人生

　を切り拓く

・自分を見つめ個性を伸ばす

○人と支え合って

・礼儀の意味を理解し適切な言

　動を

・温かい人間愛の精神と思いや

　りの心を

・励まし合い高め合える生涯の友

　を

・異性を理解し尊重して

・認め合い学び合う心を

・人々の善意や支えに応えたい

１－（１）

１－（２）

１－（３）

１－（３）

１－（４）

１－（５）

２－（１）

２－（２）

２－（３）

２－（４）

２－（５）

２－（５）

２－（６）

２－（６）

１－（１）

１－（２）

１－（３）

１－（４）

１－（５）

２－（１）

２－（２）

２－（３）

２－（４）

２－（５）

２－（６）

健康

目標

責任

進路

長所短所

友情

男女理解

様々な考え

感謝

理・保・家

国

国・美

社・保

家・社

国

国

長期休業日の前後

学年始め、学期始め

諸問題の解決

進路学習

家庭での話合い

職場体験活動前後

ボランティア活動前後

友達との関わりに関する

学習

男女理解を深める学習

討論活動

家庭での話合い

職場体験
活動

ボランティ
ア活動

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ページ タイトル（読み物資料活用学年）

ページ 内容項目 特別活動 総合的な
学習の時間 教科 活用場面例

内容項目 教科等との関連
国 社 数 理 音 美 体 技 外 特 総
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第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

4 
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
促
す
「
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
」

１ 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
た
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導

　

 

計
画

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
道
徳
の
時
間
の

年
間
指
導
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
る
な
ど
し
て
、

活
用
場
面
や
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
校
内
で
共
通
理
解
を
図
っ

て
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
読
み
物
資
料
、
コ
ラ

ム
や
格
言
、
書
き
込
み
欄
な
ど
に
つ
い
て
は
、
道
徳
の
時
間
の
中

心
的
な
資
料
と
し
て
活
用
し
た
り
、
学
習
指
導
過
程
の
一
部
で
活

用
し
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
内
容
等
に
応
じ
て
、
発

達
の
段
階
を
考
慮
し
て
計
画
的
に
活
用
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

　な
お
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
等
は
、

三
学
年
で
割
り
振
っ
て
活
用
す
る
も
の
や
、
三
学
年
繰
り
返
し
て

活
用
す
る
も
の
な
ど
を
学
年
間
で
協
議
し
た
り
、
共
通
理
解
を
図
っ

た
り
し
て
計
画
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く

た
め
に
、
活
用
状
況
等
を
振
り
返
っ
て
、
年
間
指
導
計
画
を
見
直

し
、
工
夫
・
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
読
み
物
資
料
等
を
三
学
年
の
う
ち
の
ど

の
学
年
で
活
用
す
る
の
か
を
三
学
年
間
で
検
討
し
、
各
学
年
の
年

間
指
導
計
画
に
位
置
付
け
る
。
ま
た
、
三
年
間
を
見
通
し
た
重
点

　学
習
指
導
要
領
解
説
道
徳
編
に
は
、
年
間
指
導
計
画
に
明
記
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
内
容
と
し
て
、
次
の
内
容
が
示
さ
れ
て

い
る
。

⑴ 
共
通
理
解
の
下
、
見
通
し
を
も
っ
て
計
画
を
立
て
る

2 

道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置

　

 

付
け
る
際
の
配
慮
事
項

（
１
）
各
学
年
の
基
本
方
針

（
２
）
各
学
年
の
年
間
に
わ
た
る
指
導
の
概
要

　ア

　指
導
の
時
期

　イ

　主
題
名

　

　ウ

　ね
ら
い

　

　エ

　資
料

　

　オ

　主
題
構
成
の
理
由

　カ

　展
開
の
大
要
及
び
指
導
の
方
法

　キ

　他
の
教
育
活
動
等
に
お
け
る
道
徳
教
育
と
の
関
連

　

　ク

　そ
の
他
（
保
護
者
や
地
域
の
人
々
の
参
加
・
協
力
の
計
画
等
）

的
指
導
や
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
共

通
理
解
を
図
っ
て
計
画
に
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　三
年
間
の
見
通
し
を
も
っ
て
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け

る
こ
と
、
ま
た
、
計
画
的
に
扱
う
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

学
級
の
実
態
や
学
級
担
任
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
弾
力
的
な
取
扱

い
も
考
え
ら
れ
る
。

　学
級
の
実
態
等
に
応
じ
て
計
画
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
学
校

内
で
の
共
通
理
解
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

⑵ 

計
画
の
弾
力
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
配
慮
す
る

　指
導
の
ね
ら
い
及
び
内
容
に
基
づ
い
て
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」

を
効
果
的
に
生
か
し
た
指
導
、
各
教
科
等
と
の
関
連
を
図
っ
た
指

導
、
道
徳
的
実
践
に
生
か
す
指
導
、
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
指
導

⑷ 

計
画
に
多
様
な
指
導
方
法
を
取
り
入
れ
る

　年
間
指
導
計
画
が
一
層
効
果
的
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
実
践

の
振
り
返
り
に
基
づ
き
、
年
間
指
導
計
画
の
評
価
と
改
善
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
年
間
指
導
計
画
に
は
、
「
私
た
ち
の
道

徳
」
の
活
用
状
況
や
活
用
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
書
き

込
む
欄
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
年
間
指
導
計
画
の
評
価
と
工
夫
・

改
善
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　改
善
に
当
た
っ
て
は
、
校
内
研
修
や
学
年
会
等
で
、
「
私
た
ち

の
道
徳
」
の
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
情
報
交
換
や
研
修
等
を
行
っ

た
り
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
や
学
年
主
任
等
が
他
の
教
師
に
指

導
・
助
言
を
し
た
り
し
て
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
効
果
的
な
活
用

に
つ
い
て
の
研
鑽
を
深
め
、
よ
り
よ
い
改
善
を
図
っ
て
い
く
よ
う

に
し
た
い
。

⑶ 

計
画
の
工
夫
・
改
善
を
図
る

な
ど
に
つ
い
て
多
様
な
指
導
方
法
を
取
り
入
れ
た
計
画
に
な
る
よ

う
に
工
夫
す
る
。

①
校
長
の
方
針
の
下
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
に
し

　て
、
主
題
の
設
定
や
配
列
、
活
用
す
る
資
料
等
に
つ
い

　て
三
学
年
間
で
協
議
し
た
り
、
共
通
理
解
を
図
っ
た
り

　す
る
。

　

②
年
間
指
導
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
る
際

　の
配
慮
事
項
等
に
即
し
て
、
各
学
年
等
で
年
間
指
導
計
画

　を
作
成
す
る
。

③
作
成
し
た
年
間
指
導
計
画
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
図

　る
。

④
各
学
級
で
は
、
年
間
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
授
業
実
践

　を
行
う
。
計
画
に
つ
い
て
は
、
学
級
の
実
態
や
学
級
担

　任
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
柔
軟
な
扱
い
も
大
切
に
す
る
。

　ま
た
、
実
践
後
は
、
気
付
い
た
点
や
変
更
し
た
点
な
ど

　を
計
画
に
記
し
て
お
く
。

⑤
学
期
ご
と
な
ど
に
年
間
指
導
計
画
の
実
施
状
況
等
に
つ

　い
て
振
り
返
り
、
共
通
理
解
を
図
っ
た
り
、
今
後
の
工

　夫
・
改
善
に
生
か
し
た
り
す
る
。

●
年
間
指
導
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
、

　活
用
し
、
工
夫
・
改
善
を
図
る
取
組
〔
例
〕

け
ん  

さ
ん
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第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

3
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
つ
い
て
示
し
た
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
の
例

⑴ 
主
題
等
一
覧
に「
私
た
ち
の
道
徳
」の
活
用
に
つ
い
て
示
し
た
例

⑵ 

展
開
の
大
要
の
欄
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
つ
い
て
示

　 

し
た
例

国際理解 ４－（10） 国際的視野に立って
人類の幸福に貢献し
ようとする態度を養
う。

P.217を終末で活用
する。P.219を読む。

１

生命尊重 ３－（１） 生命の尊さを理解し、
かけがえのない生命
を精一杯生きようと
する意欲を培う。

P.103、P.105を終末
で活用する。

２

３

１

２

きまりを守
る

４－（１） 誠実に実行し、その
結果に責任をもとう
とする態度を育てる。

P.134～137を終末で
活用する。

２

月 週 主題名 内容項目

海と空
―樫野の人々―

キミばあちゃん
の椿

二通の手紙

責任ある
行動

１－（３） 自ら判断しなくては
ならない状況のとき
に、自ら考え責任をも
って自主的に行動し
ようとする態度を育
てる。

P.22～23を導入で活
用する。

裏庭での出来
事

家族愛 ４－（６） 父母や祖父母に深い
愛情をもって育てら
れたことを自覚し、家
族に対する敬愛の念
を深める。

P.182～183を終末で
活用する。

一冊のノート

資料名 「私たちの道徳」の活用
（読み物資料を除く）ねらい

期日

資料名

《授業についての生徒アンケート》

成果と課題

今日の道徳授業はためになった。
自分の思いや考えをもち、振り返ることができた。
資料がよかった。

％
％
%

％
％
%

％
％
%

％
％
%

あてはまる あてはまらないややあてはまる あまりあてはまらない

ねらい

「ネット将棋」（私たちの道徳）

「私たちの道徳」
の活用

主題名 自主自律　内容項目１－（３）

○○月○○日（○）

誠実に実行し、その結果に責任をもとうとする態度を養う。

他の教育活動
等との関連 学級活動（自己理解と生活設計）

展
開
の
大
要

○一手一手に考え込んでいるふりをして、徹底的に時間稼ぎをし
　ている僕はどのようなことを考えているのだろう。
○どう考えて、僕はネット将棋でいきなりログアウトしたのだろう。
◎敏和のツッコミに明子と智子は笑ったが、僕が笑えなかったの
　は、どのようなことを考えているからだろう。

１

P．22～27「自分で考え実行し責任をもつ」を活用し、誠実に他者に
接することの大切さについて考える。

⑶ 

重
点
内
容
に
関
す
る
年
間
指
導
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の

　 

活
用
に
つ
い
て
示
し
た
例

⑷ 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
読
み
物
資
料
活
用
一
覧
の
例

情報モラル 技術分野、学級
活動、総合的な
学習の時間、道
徳

○コンピュータ、携帯電話などの適切な
　使い方について学習する。
○情報モラルについて講演を開催する。

いじめの問題
への対応

生徒会活動、学
級活動、総合的
な学習の時間、
道徳

○生徒会が中心になり、いじめ撲滅の
　ためのスローガンを掲げ、全校生徒
　に呼び掛ける。
○人間関係づくりの活動に学級で取り
　組む。

６

10

１

我が国の伝統
文化

社会科、学級活
動、総合的な学
習の時間、道徳

○地域巡り等を行って、地域のよさや地
　域の歴史について学習する。
○社会科の時間に地域の歴史、文化に
　ついて学ぶ。
○道徳の時間に我が国の伝統と文化に
　ついての考えを深める。

月 重点内容 取り組む教科等、
行事

P．226～229

P．230～237

P．206～211

具体的な取組
「私たちの道徳」

対応ページ

１－（３）
【責任・誠実】
ネット将棋

自分で考え、実行し責任をもつ態度
を育てる。

情報モラル

内容項目【主題名】
「私たちの道徳」資料名 ねらい 他の教育活動等との関連

対象学年
１年 ２年 ３年

４月

９月

１月

10 月

２－（５）
【認め合う心】
言葉の向こうに

立場を尊重し、多様な見方や考え方
があることを理解し、寛容な心をもと
うとする態度を育てる。

学級活動、生徒会活動、情報モ
ラル、いじめの問題５月

２－（６）【感謝】
帰郷

多くの人に支えられ、それに感謝す
る態度を育てる。

社会科、家庭分野

３－（１）
【生命尊重】
キミばあちゃんの椿

生命の尊さを理解し、かけがえのな
い生命を精一杯生きようとする意欲
を培う。

理科、家庭分野、総合的な学習
の時間２月

12 月

１月

９月

３－（３）
【人間の気高さ】
二人の弟子

自己の弱さ醜さと向き合い、それを克
服することで誇りある生き方に近づく
態度を育成する。

４－（１）
【規則の意義】
二通の手紙

誠実に実行し、その結果に責任をも
とうとする態度を育てる。

公民的分野、校外学習でのルー
ル

４－（２）
【住みやすい社会】
鳩が飛び立つ日
―石井筆子―

社会全体に目を向け、よりよい社会
の実現に努めようとする意欲を育て
る。

公民的分野、家庭分野、生徒会
活動、ボランティア活動、地域で
の職場体験活動

４－（６）【家族愛】
一冊のノート

家族の有り難さに気付き、家族との
関わりを通し、充実した家庭生活を
築く意欲を育てる。

家庭分野、学級活動、保護者会

４－（10）【国際理解】
海と空―樫野の人々―

日本人としての自覚をもち、世界に貢
献する態度を育てる。

外国語科、総合的な学習の時間

＊

　
　
　
　

  

は
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
箇
所

＊

　
　
　
　

  

は
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
箇
所

＊

　
　
　
　

  

は
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
箇
所

＊

　
　
　
　

  

は
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
箇
所
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中
学
校

第
二
章

　「私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
事
例

■
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
内
容
の
構
成

■
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
内
容
の
構
成

小
学
校
一
・
二
年

　
　
　【
内
容
項
目
数

　16
】

小
学
校
三
・
四
年

　
　
　【
内
容
項
目
数

　18
】

小
学
校
五
・
六
年

　
　
　【
内
容
項
目
数

　22
】

中
学
校

　
　
　【
内
容
項
目
数

　24
】

自
分
を
見
つ
め
て

 
【
内
容
項
目
数

　４
】

人
と
と
も
に

 

【
内
容
項
目
数

　４
】

い
の
ち
に
ふ
れ
て

 

【
内
容
項
目
数

　３
】

み
ん
な
と
と
も
に

 

【
内
容
項
目
数

　５
】

■
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
け
い

　帯
電
話
な
ど
を
ど
の
よ

　う
に
使
え
ば
よ
い
の
で

　し
ょ
う
か

●
道
徳
で
学
習
し
た
こ
と
を
書

　き
ま
し
ょ
う

●
道
徳
の
時
間
に
学
習
し
た
こ

　と

●
自
分
を
見
つ
め
豊
か
に
生
き

　る
●
道
徳
の
時
間
に
学
習
し
た
こ

　と

●
道
徳
の
時
間
に
感
じ
た
こ
と
、

　考
え
た
こ
と

●
私
が
出
会
っ
た
言
葉
、
心
に

　響
い
た
あ
の
ひ
と
言
／
家
族

　か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

●
今
の
私

自
分
を
高
め
て

 

【
内
容
項
目
数

　５
】

人
と
関
わ
っ
て

 

【
内
容
項
目
数

　４
】

命
を
感
じ
て

 

【
内
容
項
目
数

　３
】

み
ん
な
と
関
わ
っ
て

 
【
内
容
項
目
数

　６
】

■
情
報
社
会
に
生
き
る
私

　た
ち

自
分
を
み
が
い
て

 

【
内
容
項
目
数

　６
】

人
と
つ
な
が
っ
て

 

【
内
容
項
目
数

　５
】

命
を
い
と
お
し
ん
で

 

【
内
容
項
目
数

　３
】

み
ん
な
と
つ
な
が
っ
て

 

【
内
容
項
目
数

　８
】

■
情
報
社
会
の
光
と
影

■
あ
な
た
の
身
近
に
い
じ

　め
は
あ
り
ま
す
か

自
分
を
見
つ
め
伸
ば
し
て

 

【
内
容
項
目
数

　５
】

人
と
支
え
合
っ
て

 

【
内
容
項
目
数

　６
】

生
命
を
輝
か
せ
て

 

【
内
容
項
目
数

　３
】

社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

 

【
内
容
項
目
数

　10
】

１
主
と
し
て
自
分
自
身

　に
関
す
る
こ
と

２
主
と
し
て
他
の
人
と

　の
関
わ
り
に
関
す
る

　こ
と

３
主
と
し
て
自
然
や
崇

　高
な
も
の
と
の
関
わ

　り
に
関
す
る
こ
と

４
主
と
し
て
集
団
や
社

　会
と
の
関
わ
り
に
関

　す
る
こ
と

　特
設
ペ
ー
ジ

ス
タ
ー
ト
ペ
ー
ジ

　ま
と
め
の
ペ
ー
ジ

●
こ
の
本
の
つ
か
い
方

●
あ
な
た
の
こ
と
を
教
え
て
ね

●
こ
の
本
の
使
い
方

●
こ
れ
が
今
の
私

●
こ
の
本
の
使
い
方

●
今
の
私

●
こ
の
本
の
使
い
方

●
自
分
の
こ
と
を
書
い
て
み
よ
う



　十
三
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
を
活
用
し
て
、
自
分
自
身
の
生
活

習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
、
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。

「
人
物
探
訪
」
で
は
、
香
川
綾
の
「
健
康
」
に
対
す
る
考
え
や
取

組
か
ら
、
調
和
の
あ
る
生
活
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

①
十
二
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
、
十
三
ペ
ー
ジ
の
生
活
習
慣 

　チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
、
自
ら
の
生
活
を
振
り
返
る
。

②
十
二
ペ
ー
ジ
下
段
の
書
き
込
み
欄
に
、
大
切
に
し
て
い
る
生
活

　習
慣
や
改
善
し
た
い
生
活
習
慣
を
記
入
し
、
発
表
す
る
。

③
十
四
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
み
、
「
食
は
生
命
な
り
」

　と
い
う
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に
つ
い
て
考
え
る
。

④
「
食
事
日
記
」
を
な
ぜ
生
涯
書
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か

　を
話
し
合
う
。

⑤
自
分
自
身
の
生
活
を
振
り
返

　り
、
今
後
に
向
け
て
調
和
の

　あ
る
生
活
を
送
る
た
め
の
ス

　ロ
ー
ガ
ン
を
決
め
、
十
三
ペ
ー 

　ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
す

　る
。

■
道
徳
の
時
間

　ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
建
国
の
た
め
に
活
躍
し
た
政
治
家
で
あ
る
。
ま
た
、
凧
を
用
い
た
実
験
で
雷
が

電
気
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
科
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
理
想
と
す
る
生
き
方
を
実
行
す
る
た
め
に
自
ら
ま
と
め
た
十
三
の
徳

目
を
実
践
し
た
。
十
五
ペ
ー
ジ
の
言
葉
に
あ
る
「
豊
か
」
は
、
原
文
で
は
「

　
　
　
　」
と
い
う
単
語
で
、
こ
の
語
に
は
「
富
裕
な
」
と

い
う
意
味
も
含
ま
れ
る
。
原
文
を
外
国
語
科
の
時
間
に
紹
介
す
る
な
ど
し
て
、
指
導
の
関
連
を
図
る
こ
と
も
で
き
る
。

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
早
寝
早
起
き
は
、
人
を
健
康
で
豊
か
で
賢
明
に
す
る
。
」

◆
人
物
探
訪
〈
香
川 

綾
〉

 

「
健
康
な
人
間
を
つ
く
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　医
学
の
役
目
で
は
な
い
か
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　心
身
の
健
康
は
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
欠
か
せ
な
い
要
素

で
あ
る
。
本
内
容
項
目
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
節
度
と
調
和

の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
心
身
の
健
康
を
維
持
し
て
い
く
上
で
重

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
十
二

ペ
ー
ジ
の
小
学
六
年
生
と
、
中
学
三
年
生
の
基
本
的
生
活
習
慣
を
比

較
し
た
グ
ラ
フ
で
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
て
の
動
機
付
け
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　さ
ら
に
、
「
人
物
探
訪
」
で
は
、
「
病
気
に
な
ら
な
い
健
康
な
人

間
を
つ
く
る
」
こ
と
も
医
学
の
役
目
と
考
え
た
香
川
綾
の
考
え
方
を

通
し
て
、
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

1－（1）

P.１０～１５

１ 
自
分
を
見
つ
め
伸
ば
し
て

　
 

⑴ 
調
和
の
あ
る
生
活
を
送
る

　十
四
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
み
、
生
活
の
中
で
食
事
が

果
た
す
役
割
や
健
康
に
よ
い
食
習
慣
、
栄
養
素
の
種
類
と
働
き
、

中
学
生
に
必
要
な
栄
養
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
す

る
。

　香
川
綾
は
夫
の
昇
三
と
と
も
に
、
昭
和
初
期
、
胚
芽
米
が
ビ
タ

ミ
ン
B
を
多
く
含
み
脚
気
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

　病
気
に
な
ら
な
い
健
康
な
人
間
を
つ
く
る
こ
と
も
医
学
の
役
目

で
あ
る
と
し
て
、
食
品
の
栄
養
、
調
理
方
法
を
詳
細
に
研
究
、
記

録
を
続
け
、
食
品
摂
取
の
目
安
と
な
る
「
四
群
点
数
法
」
を
考
案

し
た
。
昭
和
十
年
に
発
刊
し
た
月
刊
『
栄
養
と
料
理
』
は
現
在
も

発
行
さ
れ
て
い
る
。

　昭
和
十
二
年
に
女
子
栄
養
学
園
を
創
設
。
学
園
が
昭
和
二
十
年

四
月
の
空
襲
で
焼
失
し
た
後
、
終
戦
ま
で
は
群
馬
県
へ
学
校
が
疎

開
。
こ
の
間
の
過
労
か
ら
、
昇
三
は
急
逝
す
る
。

　綾
は
、
二
人
で
目
指
し
た
栄
養
学
へ
の
熱
い
思
い
を
引
き
継
ぎ
、

戦
後
、
埼
玉
県
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設
し
、
日
本
の
栄
養
学
の
普

及
発
展
に
貢
献
し
た
。

望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
り
、

節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
調
和
の
あ
る
生
活
を
す
る
。

P.13

　本
内
容
項
目
は
、
理
科
や
保
健
体
育
科
、
技
術
・
家
庭
科
な
ど

の
教
科
と
の
関
連
が
深
く
、
様
々
な
場
面
で
の
活
用
が
考
え
ら
れ

る
。　書

き
込
み
欄
以
外
に
も
、
例
え
ば
「
健
康
ノ
ー
ト
」
な
ど
を
作

り
、
生
活
習
慣
を
日
常
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
の
工
夫
を
促
す

こ
と
も
で
き
る
。
節
度
と
調
和
の
あ
る
生
活
の
積
み
上
げ
に
よ
っ

て
、
心
身
の
健
康
が
増
進
さ
れ
、
健
や
か
で
豊
か
な
人
生
が
送
れ

る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の
生
活
を
振
り

返
っ
て
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う
と
す
る
態
度
を

育
み
た
い
。

■
技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分
野
）

　十
一
ペ
ー
ジ
の
「
心
と
体
の
健
康
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
」
を

活
用
し
、
各
教
科
、
特
別
活
動
、
道
徳
の
時
間
な
ど
で
学
ん
だ
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
家
の
人
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
書
き
込
み
欄
に

記
入
す
る
。

■
家
庭
と
の
連
携

　十
二
・
十
三
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
食
事
、
運
動
、
休
養
及
び
睡

眠
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
適
切
な
運
動
に
よ
る
発
汗
や
気
分
転
換

は
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
有
効
で
あ
る
。
具
体
的
な
生
活
習

慣
の
改
善
に
結
び
付
く
よ
う
に
健
康
な
生
活
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
。

■
保
健
体
育
科
（
保
健
分
野
）

１

w
ealthy

 

E
arly

 to b
ed

 and
 early

 to rise m
akes a m

an
 healthy, w

ealthy
 and

 w
ise.

か
っ   

け

た
こ

は
い    

が 
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事 

例



　二
十
ペ
ー
ジ
の
松
井
秀
喜
氏
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
二
十
一
ペ
ー

ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
を
活
用
し
て
、
着
実
に
や
り
抜
く
強

い
意
志
を
も
つ
た
め
に
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。

①
自
分
の
夢
や
目
標
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

②
二
十
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

　読
む
。

③
「
夢
」
と
言
え
る
よ
う
な
大
き
な
目

　標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要

　か
を
考
え
、
発
表
し
合
う
。

④
二
十
一
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と

　言
」
を
読
み
、
目
標
に
向
か
っ
て
努

　力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

　え
を
深
め
る
。

■
道
徳
の
時
間

　魯
迅
は
、
中
国
の
小
説
家
、
思
想
家
。
明
治
三
十
五
年
、
日
本
に
留
学
。
こ
の
言
葉
は
、
中
学
生
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
小
説

「
故
郷
」
の
一
節
で
あ
る
。
常
に
よ
り
よ
い
未
来
を
見
つ
め
て
前
進
し
よ
う
と
し
た
魯
迅
の
生
き
方
が
示
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
松
井
秀
喜
〉

 

「
僕
は
一
歩
ず
つ
階
段
を
上
が
っ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
イ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　将
来
に
向
け
て
大
き
な
夢
を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
夢
の
実

現
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
十
六
ペ
ー
ジ
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
こ
と
わ
ざ
や
、
十
七
ペ
ー
ジ
の
ク
ラ
ー
ク
の
言
葉
な
ど

を
通
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　中
学
生
の
時
期
に
、
よ
り
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
よ
う
と

す
る
強
い
意
志
を
養
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
目
標
を
達
成
し
た
と

き
の
充
足
感
は
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
原

動
力
に
な
る
。

　し
か
し
、
実
際
に
は
、
目
標
の
実
現
に
向
け
た
道
の
り
は
決
し
て

平
坦
で
は
な
く
、
思
い
通
り
に
い
か
な
い
場
面
に
直
面
す
る
こ
と
が

多
い
。
二
十
ペ
ー
ジ
の
松
井
秀
喜
氏
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
、
二
十

一
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
な
ど
を
通
し
て
、
誰
も
が
苦
し

い
経
験
や
挫
折
を
乗
り
越
え
、
目
標
に
向
か
っ
て
懸
命
に
努
力
し
て

き
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

1－（2）

P.１６～２１

１ 
自
分
を
見
つ
め
伸
ば
し
て

　
 

⑵ 
目
標
を
目
指
し
や
り
抜
く
強
い
意
志
を

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

　学
級
活
動
の
内
容
「
（
3
）
学
業
と
進
路
」
の
「
オ

　主
体
的

な
進
路
の
選
択
と
将
来
設
計
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
、
本
内
容
項

目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
自
分
の
夢
や
希
望
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
発
表
を
行
う
。

　ま
た
、
学
年
や
学
期
の
始
め
の
目
標
設
定
の
際
に
、
本
内
容
項
目

の
文
章
や
資
料
な
ど
を
読
ん
で
、
十
七
ペ
ー
ジ
の
中
学
生
の
う
ち
に

達
成
し
た
い
目
標
の
欄
や
将
来
の
目
標
の
欄
に
記
入
す
る
。
な
お
、

そ
の
際
に
は
、
単
に
目
標
を
立
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
や
困
難

が
生
じ
た
と
き
の
手
立
て
も
併
せ
て
考
え
る
よ
う
に
す
る
。

　さ
ら
に
、
十
九
ペ
ー
ジ
は
、
学
期
末
や
学
年
末
、
行
事
の
事
後
指
導

の
際
に
、
目
標
の
達
成
度
を
自
己
評
価
す
る
と
き
に
も
活
用
で
き
る
。

①
十
六
・
十
七
ペ
ー
ジ
の
言
葉
を
参
考
に
し
て
十
七
ペ
ー
ジ
の
書

　き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

②
十
八
か
ら
二
十
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
理
想
通
り
に
い
か
な
い
現

　実
に
直
面
し
た
と
き
の
対
処
法
を
考
え
、
話
し
合
う
。

③
十
八
・
十
九
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、

　こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と
を
考
え
、
記
入
す
る
。

　元
プ
ロ
野
球
選
手
で
あ
る
松
井
秀
喜
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
、
よ
り
高
い
目
標
を
目
指
し
て
段
階
的
に
堅
実
な

努
力
を
す
る
姿
勢
か
ら
学
ぶ
よ
う
に
す
る
。

　「
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
進

歩
し
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
松

井
氏
の
言
葉
か
ら
、
深
い
思
慮
と
強
い
意
志
を
も
っ
て
挑

む
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
す
る
。

　松
井
氏
が
、
身
近
な
目
標
を
定
め
て
そ
れ
を
実
現
す
る

に
当
た
っ
て
具
体
的
な
行
動
が
目
安
に

な
る
と
指
摘
し
て
い
る
点
に
注
目
し
、

「
ま
ず
は
身
近
な
目
標
を
定
め
る
」
よ

う
に
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
よ
り
高

い
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
大

切
な
の
か
、
目
標
立
案
の
ヒ
ン
ト
と
し

て
も
考
え
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

よ
り
高
い
目
標
を
目
指
し
、
希
望
と
勇
気
を
も
っ
て
着
実
に
や
り
抜

く
強
い
意
志
を
も
つ
。

P.20～21

　中
学
生
の
時
期
に
は
、
希
望
や
勇
気
を
も
っ
て
生
き
る
崇
高
な

生
き
方
に
憧
憬
を
も
つ
一
方
で
、
自
分
の
好
む
こ
と
に
は
意
欲
的

に
取
り
組
む
が
、
障
害
や
困
難
に
直
面
す
る
と
簡
単
に
諦
め
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
書
き
込
み
欄
な
ど
を
活
用
し
て
、
具
体

的
な
生
活
の
中
で
目
標
を
達
成
し
た
経
験
を
振
り
返
ら
せ
た
り
、

も
う
少
し
の
努
力
で
達
成
で
き
る
目
標
を
も
た
せ
た
り
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　ま
た
、
達
成
を
繰
り
返
す
こ
と
で
得
ら
れ
る
成
就
感
や
満
足
感

が
、
希
望
と
勇
気
を
生
み
、
目
標
に
向
か
う
努
力
の
動
機
に
つ
な
が

る
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
留
意
し
た
い
。

ひ
ら

へ
い  

た
ん

事 

例
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◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
希
望
と
は
、
も
と
も
と
あ
る
も
の
と
も
言
え
ぬ
し
、
な
い
も
の
と
も
言
え
な
い
。
そ
れ
は
地
上
の
道
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　も
と
も
と
地
上
に
は
道
は
な
い
。
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
が
道
に
な
る
の
だ
。
」

事 

例



　書
き
込
み
欄
や
各
ペ
ー
ジ
の
文
章
を
活
用
し
、
行
動
の
背
景
に

あ
る
べ
き
配
慮
に
つ
い
て
生
徒
に
自
覚
を
促
し
、
自
律
的
な
生
き

方
に
つ
い
て
内
省
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

　読
み
物
資
料
「
ネ
ッ
ト
将
棋
」
や
「
人
物
探
訪
」
、
「
こ
の
人

の
ひ
と
言
」
は
、
道
徳
の
時
間
の
中
心
的
な
資
料
、
ま
た
は
補
助

的
な
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
二
十
四
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

②
読
み
物
資
料
「
ネ
ッ
ト
将
棋
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

③
二
十
四
・
二
十
五
ペ
ー
ジ
の
文
章
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
律

　的
に
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
発
表
し
合
う
。

④
「
考
え
、
判
断
し
、
実
行
し
、

　責
任
を
も
つ
こ
と
」
と
い
う
行

　動
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
心

　掛
け
が
必
要
な
の
か
、
ま
た
、

　な
ぜ
そ
れ
が
必
要
な
の
か
に
つ

　い
て
話
し
合
う
。

　近
世
、
江
戸
時
代
中
期
の
藩
政
改
革
の
学
習
で
二
十
六
ペ
ー
ジ

■
道
徳
の
時
間

■
社
会
科
（
歴
史
的
分
野
）

　白
洲
次
郎
は
、
戦
後
の
占
領
下
、
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局

次
長
、
経
済
安
定
本
部
次
長
、
貿
易
庁
長
官
を
歴
任
し
、
連

合
国
軍
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
と
の
折
衝
で
活
躍
し
た
。
ま

た
、
随
筆
家
で
あ
る
妻
白
洲
正
子
の
言
葉
も
二
一
一
ペ
ー
ジ

で
取
り
上
げ
て
い
る
。
夫
妻
が
半
世
紀
を
過
ご
し
た
茅
葺
き

農
家
は
、
東
京
都
町
田
市
に
「
旧
白
洲
邸

　武
相
荘
」
と
し

て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　白
洲
次
郎
は
、
日
本
人
と
い
う
の
は
、
物
事
を
考
え
る
時

に
、
物
事
の
原
則
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
、
自
分
で
も
の

を
考
え
る
人
が
少
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
持
っ
て
生
き
て
い
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
生
に
迷
う
こ
と
は
無
い
。
」

◆
人
物
探
訪
〈
上
杉
鷹
山
〉

 

「
な
せ
ば
成
る

　な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

　何
事
も

　
　
　
　
　
　
　
　成
ら
ぬ
は
人
の

　な
さ
ぬ
な
り
け
り
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　人
間
は
様
々
な
場
面
で
考
え
、
判
断
し
、
行
動
し
て
い
る
。
そ

の
際
、
深
く
考
え
て
判
断
し
て
い
る
か
、
周
囲
の
思
惑
を
気
に
し

て
他
人
の
言
動
に
左
右
さ
れ
て
い
な
い
か
を
振
り
返
り
、
自
律
と

は
何
か
、
誠
実
に
生
き
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
な
ど
に
つ
い

て
、
自
分
自
身
の
日
常
生
活
と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
て
い
き
た
い

内
容
で
あ
る
。

　二
十
三
ペ
ー
ジ
で
は
、
易
き
に
流
れ
が
ち
な
面
も
あ
る
中
学
生

の
時
期
の
一
面
を
問
い
掛
け
、
自
分
を
振
り
返
っ
て
考
え
、
二
十

四
・
二
十
五
ペ
ー
ジ
で
は
自
律
と
は
何
か
、
さ
ら
に
は
自
律
的
に

判
断
し
、
誠
実
に
実
行
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
「
人
物
探
訪
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
上
杉
鷹
山
の
考
え
方
や
生
き
方
か
ら
も
自
律
的
で

誠
実
な
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　中
学
生
の
時
期
は
、
自
我
意
識
が
高
ま
り
自
主
的
な
行
動
を
強

く
求
め
る
一
方
で
、
周
囲
の
考
え
や
思
惑
を
気
に
し
て
他
者
と
の

迎
合
も
目
立
つ
不
安
定
な
時
期
で
も
あ
る
。

　自
律
と
は
何
か
、
責
任
あ
る
行
動
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、

自
問
と
内
省
を
促
す
構
成
を
生
か
し
て
、
自
己
の
行
動
に
責
任
を

も
つ
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
話
合
い
を
深
め
た
り
す

る
よ
う
に
し
た
い
。

1－（3）

P.２２～３１

１ 
自
分
を
見
つ
め
伸
ば
し
て

　
 

⑶ 
自
分
で
考
え
実
行
し
責
任
を
も
つ

の
「
人
物
探
訪
」
を
活
用
す
る
。
上
杉
鷹
山
は
、
米
沢
藩
の
財
政

改
革
に
粘
り
強
く
当
た
り
、
財
政
状
態
を
改
善
し
た
人
物
で
あ
る
。

鷹
山
の
政
治
に
対
す
る
高
い
志
は
今
日
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　ま
た
、
鷹
山
の
温
か
な
人
柄
は
、
今
も
米
沢
で
尊
敬
さ
れ
て
い

る
。
歴
史
的
分
野
の
学
習
の
際
に
本
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
通
し
て
、

江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
の
一
人
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

　（
道
徳
の
時
間
の
学
習
展
開
の
例
）

　こ
の
「
人
物
探
訪
」
を
道
徳
の
時
間
の
中
心
的
な
資
料
と

し
て
活
用
し
、
次
の
よ
う
な
問
い
掛
け
を
行
っ
て
話
し
合
う

こ
と
も
で
き
る
。

①
鷹
山
は
、
藩
主
と
し
て
、
財
政
改
善
に
ど
の
よ
う
な
気
持

　ち
で
取
り
組
ん
だ
の
か
。

②
「
な
せ
ば
成
る

　な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

　何
事
も

　成
ら
ぬ

　は
人
の

　な
さ
ぬ
な
り
け
り
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

　か
。

③
鷹
山
の
再
度
の
改
革
へ
の
取
組
が
、
な
ぜ
成
功
し
た
の
か
。

　鷹
山
は
米
沢
藩
中
興
の
祖
で
あ
る
。
絹
の
着
用
を
制
限
し
、

質
素
倹
約
を
奨
励
、
東
北
地
方
を
襲
っ
た
天
明
の
大
飢
饉
を

乗
り
越
え
、
全
国
の
諸
藩
が
財
政
難
に
苦
し
む
中
、
農
地
開

発
、
学
問
の
奨
励
を
進
め
た
。
公
平
無
私
の
生
き
方
を
自
ら

示
し
、
領
地
内
の
す
べ
て
の
民
人
の
父
と
し
て
、
愛
情
深
く
、

常
に
誠
実
に
実
行
し
続
け
た
。
明
治
時
代
、
内
村
鑑
三
の
著

作
『
代
表
的
日
本
人
』
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
海
外
に
紹

介
さ
れ
た
。

自
律
の
精
神
を
重
ん
じ
、
自
主
的
に
考
え
、
誠
実
に
実
行
し
て
そ
の

結
果
に
責
任
を
も
つ
。

（
プ
リ
ン
シ
プ
ル             

／
主
義
、
信
条
、
原
則
）

principle

や
す

か
や    

ぶ

ぶ   

あ
い   

そ
う

だ
い   

き    

き
ん

P.26
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　自
立
心
や
自
律
性
の
内

容
を
学
習
す
る
際
に
、
こ

の
詩
を
読
ん
で
、
感
じ
た

こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
流

を
し
、
自
分
を
深
く
見
つ

め
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

「
一
本
の
道
を
行
く
」
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
自

分
に
と
っ
て
の
「
一
本
の

道
」
と
は
何
か
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で

き
る
。

■
道
徳
の
時
間

P.44～45

　一
の
視
点
に
関
わ
る
重
点
化
「
自
立
心
や
自
律
性
を
育

成
す
る
こ
と
」
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

　坂
村
真
民
は
、
高
等
学
校
な
ど
で
国
語
を
教
え
る
傍
ら
、

数
多
く
の
詩
を
作
っ
た
。
愛
媛
県
伊
予
郡
砥
部
町
に
記
念

館
が
あ
る
。

１ 

こ
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
事
例

自
分
を
深
く
見
つ
め
て

一
の
視
点  

重
点
ペ
ー
ジ

P.４４～４５

１ 

資
料
の
特
性

2 

指
導
上
の
留
意
点

　将
棋
や
囲
碁
は
、
対
局
者
の
一
方
が
自
分
の
負
け
を
宣
告
す
る

こ
と
で
終
局
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
対
局
者
双
方
の
自
主
性
・
自

律
性
が
不
可
欠
な
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
そ
の
自
主
性
・

自
律
性
を
無
視
し
、
一
方
的
に
試
合
を
中
断
さ
せ
て
し
ま
う
主
人

公
の
不
誠
実
さ
が
道
徳
的
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
。

　誠
実
と
は
、
真
心
を
も
っ
て
他
者
に
接
す
る
生
き
方
で
あ
る
。

誠
実
な
態
度
で
ネ
ッ
ト
将
棋
を
楽
し
み
、
実
力
を
伸
ば
す
敏
和
と

は
対
照
的
に
、
主
人
公
の
「
僕
」
は
、
ネ
ッ
ト
将
棋
を
楽
し
め
ず
、

気
分
や
感
情
に
支
配
さ
れ
て
不
誠
実
に
振
る
舞
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
折
、
智
子
や
明
子
と
話
し
て
い
る
敏
和
の
「
自
ら
『
負
け
ま

し
た
。
』
」
「
目
に
は
見
え
な
い
相
手
と
ど
う
向
き
合
う
か
で
、

自
分
が
試
さ
れ
て
る
気
が
し
て
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
誠
実
に

自
ら
の
行
動
に
責
任
を
も
っ
て
行
動
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

を
考
え
始
め
る
と
い
う
資
料
で
あ
る
。

　中
学
生
の
時
期
は
、
自
主
的
に
考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
な

る
一
方
で
、
自
由
の
意
味
を
は
き
違
え
、
自
分
の
行
為
が
自
分
や

他
人
に
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
を
深
く
考
え
な
い
で
行

動
す
る
面
も
見
ら
れ
る
。

　ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
匿
名
性
は
、
や
や
も
す
る
と
無
責
任
な
態
度

や
攻
撃
的
な
言
動
と
結
び
付
き
や
す
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

3 

展
開
例

【
ね
ら
い
】

　誠
実
に
行
動
し
、
そ
の
結
果
に
責
任
を
も
と
う
と
す
る
態
度
を

育
て
る
。

ネ
ッ
ト
将
棋

読
み
物
資
料

1－（3）
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　「
僕
」
の
思
い
を
通
し
て
、
誠
実
に
実
行
す
る
こ
と
の
大
切

　さ
を
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
嫌
そ
う
な
顔
も
せ
ず
、
手
早
く
駒
を
片
付
け
る
敏
和
を
見
て
、

　「
僕
」
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
の
か
。

　・
僕
が
時
間
稼
ぎ
を
し
て
い
た
こ
と
を
、
敏
和
は
本
当
は
気
付

　
　い
て
い
た
ん
だ
ろ
う
。
な
の
に
、
何
も
言
わ
な
い
な
ん
て
、

　
　格
好
付
け
る
な
よ
。

　・
敏
和
は
、
自
分
が
勝
っ
て
い
た
と
思
っ
て
、
き
っ
と
い
い
気

　
　分
だ
ろ
う
な
。
い
い
気
に
な
る
な
よ
。

②
ど
う
考
え
て
、
「
僕
」
は
ネ
ッ
ト
将
棋
で
い
き
な
り
ロ
グ
ア
ウ

　ト
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
相
手
が
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
し
、
ま
た
、
自
分
が
誰
か
も
知

　
　ら
れ
て
い
な
い
か
ら
ま
あ
い
い
か
。

　・
負
け
そ
う
に
な
っ
た
ら
や
め
れ
ば
い
い
だ
け
だ
。
こ
ん
な
の

　
　で
敏
和
が
強
く
な
っ
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
。

③
敏
和
の
ツ
ッ
コ
ミ
に
明
子
と
智
子
は
笑
っ
た
が
、
「
僕
」
が
笑

　え
な
か
っ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
ら
だ

　
　登
場
人
物
の
言
動
を
通
し
て
、
誠
実
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る

　展
開

【
主
な
学
習
】

①
心
か
ら
「
負
け
ま
し
た
。
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ど

　の
よ
う
な
思
い
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　・
勝
負
の
結
果
を
素
直
に
受
け
止
め
る
気
持
ち
。

　・
相
手
へ
の
敬
意
。

　・
自
分
自
身
、
力
の
限
り
頑
張
っ
た
こ
と
に
達
成
感
を
感
じ
て

　
　い
る
。

②
「
心
か
ら
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

　だ
ろ
う
か
。

　・
悔
し
く
て
も
、
負
け
惜
し
み
で
は
な
く
、
負
け
を
素
直
に
認

　
　め
る
こ
と
で
、
心
か
ら
「
負
け
ま
し
た
。
」
と
言
え
る
。

　・
自
分
が
正
々
堂
々
、
誠
実
に
勝
負
し
た
か
ら
こ
そ
、
心
か
ら

　
　言
え
る
言
葉
。

③
誠
実
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
誠
実
に
行
動
す
る
た
め
に

　ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
か
。

　・
結
果
を
素
直
に
受
け
止
め
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
つ
こ

　
　と
。

　・
自
分
の
言
動
が
ど
う
い
う
結
果
に
つ
な
が
る
の
か
を
よ
く
考

　
　え
る
こ
と
が
大
切
。

た
機
器
や
通
信
手
段
を
有
益
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
他
人
の
立
場

や
結
果
に
対
す
る
責
任
を
熟
慮
し
た
上
で
、
誠
実
に
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
よ
り
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
自
分
た
ち
の

行
動
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
生
徒
一
人
一
人
に
深
く
考
え
さ
せ
た
い
。

　ろ
う
か
。

　・
ネ
ッ
ト
で
相
手
が
見
え
な
い
か
ら
と
ひ
き
ょ
う
な
こ
と
を
し

　
　て
い
た
。

　・
勝
ち
負
け
で
な
く
、
相
手
と
誠
実
に
対
戦
す
る
姿
勢
が
大
切
だ
。

　・
相
手
が
目
の
前
に
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
で

　
　も
誰
に
対
し
て
も
相
手
の
立
場
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
。

第２章●「私たちの道徳」の活用事例

こ
ま

と      

べ

事 

例 

②

41 40

事 

例 

①


	22-37n.pdfから挿入したしおり
	22-27.pdfから挿入したしおり
	縮小版（中）.pdfから挿入したしおり
	WDSS_JHS_0022-045



	38-41n.pdfから挿入したしおり
	WDSS_JHS_046-053


